


























【
新
規
イ
ベ
ン
ト
企
画
の
募
集
】

　
木
野
会
関
東
支
部
は
、
来
年
で
設

立
か
ら
７
年
の
月
日
が
経
ち
ま
す
。

こ
れ
ま
で
関
東
エ
リ
ア
を
中
心
に
、

卒
業
生
の
皆
さ
ん
と
、
世
代
を
超
え

て
親
睦
を
図
れ
る
よ
う
な
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
開
催
し
て
き
ま

し
た
。

　
最
近
で
は
、
木
野
会
本
部
で
も
会

長
が
変
わ
っ
た
り
、
大
学
側
と
の
共

同
企
画
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
を
行
う

な
ど
、
大
学
側
と
の
関
係
が
以
前
に

比
べ
て
、
よ
り
密
度
が
深
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
木
野
会
関
東
支
部
と
し

て
は
、
大
学
側
と
の
共
同
企
画
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
を
、
前
回
の
木

野
会
理
事
会
に
て
提
案
し
ま
し
た
。

二
〇
一
七
年
を
目
標
に
、
関
東
以
北
、

主
に
東
北
地
方
を
メ
イ
ン
に
、
同
窓

会
で
あ
る
木
野
会
、
精
華
大
学
、
現

役
学
生
、
卒
業
生
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関

わ
る
方
た
ち
を
巻
き
込
ん
だ
『
東
北

同
窓
会
』
の
イ
ベ
ン
ト
案
の
企
画
を

募
集
致
し
ま
す
。

　
東
北
・
北
海
道
エ
リ
ア
は
、
卒
業

生
の
数
が
少
な
い
た
め
、
支
部
の
な

い
地
域
の
一
つ
と
し
て
、
今
ま
で
、

同
窓
会
の
イ
ベ
ン
ト
は
殆
ど
行
わ
れ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
大
学
か
ら
、
遠
く
離
れ
た
東
北
エ

リ
ア
で
、
卒
業
生
の
方
々
と
親
睦
や

交
流
を
深
め
る
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
、
関
東
在
住
の
卒
業
生
だ
け
で
な

く
、
全
て
の
卒
業
生
、
大
学
関
連
の

先
生
や
職
員
の
方
々
を
含
め
て
広
く

募
集
し
ま
す
。

【
関
東
エ
リ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
】

　
今
回
の
新
規
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ

ん
、
今
後
関
東
支
部
で
行
う
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
を
一
緒
に
お
手
伝

い
し
て
頂
け
る
ス
タ
ッ
フ
を
、
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
精
華
に
関
わ
っ
た
経
歴
の
あ
る
方

で
、
現
在
関
東
エ
リ
ア
に
お
住
ま
い

の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加

出
来
ま
す
。
関
東
エ
リ
ア
の
先
輩
や

後
輩
た
ち
と
、
親
睦
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
関
東
支
部
に
関
す
る
全
て
の

募
集
・
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

左
記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。
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☆木野会関東支部☆
 “新規イベント企画の募集とスタッフ募集のお知らせ”






